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２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
５
月
、
ブ
ル
ネ
イ
、
チ
リ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
４
カ
国
が
参

加
し
て
、
自
由
貿
易
協
定
が
発
効
し
た
が
、
我
が
国
で

は
大
き
く
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
が
参
加
を
表
明
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
１
週
間
後
の
２
０
０
８
年
９
月
に
最
初
の
追
加
交
渉

国
と
な
り
、
さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ペ
ル
ー
、

ベ
ト
ナ
ム
が
加
わ
っ
た
８
カ
国
に
よ
る
第
１
回
の
拡
大

交
渉
会
合
が
２
０
１
０
年
３
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
、い
わ
ゆ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ

が
加
わ
り
、
現
在
11
カ
国
で
の
交
渉
会
合
が
続
い
て
い

る
。２

０
１
３
年
５
月
に
ペ
ル
ー
で
17
回
目
の
交
渉
会
合

が
開
か
れ
た
。
５
月
26
日
の
朝
日
新
聞
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
で
も
推
進
役
を
果
た
す
ペ
ル
ー
に
つ
い
て
、
投
資
の

自
由
化
と
市
場
開
放
が
奏
功
し
高
成
長
に
沸
い
て
い
る

と
の
現
地
レ
ポ
ー
ト
を
報
じ
て
い
る
。
見
出
し
は
、「
黒

船
歓
迎　

ペ
ル
ー
の
自
由
化
」
で
あ
る
が
、
黒
船
が
何

で
あ
る
か
は
ひ
と
こ
と
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

＊

我
が
国
に
黒
船
が
来
航
し
た
の
は
、
１
６
０
年
前
、

幕
末
の
１
８
５
３
（
嘉
永
６
）
年
７
月
８
日
の
こ
と
で

あ
る
。
ペ
リ
ー
率
い
る
東
イ
ン
ド
艦
隊
の
四
隻
が
浦
賀

沖
に
姿
を
現
し
、
幕
府
に
開
港
を
迫
る
が
、
将
軍
家
慶

の
病
気
を
理
由
に
１
年
の
猶
予
を
告
げ
ら
れ
10
日
後
に

は
江
戸
を
離
れ
る
。
ペ
リ
ー
出
航
か
ら
10
日
後
、
家
慶

は
死
去
す
る
。
香
港
で
こ
れ
を
知
っ
た
ぺ
リ
ー
は
、
１

８
５
４
（
嘉
永
７
）
年
２
月
13
日
に
再
び
来
航
、
九
隻

の
大
艦
隊
を
江
戸
湾
に
終
結
さ
せ
、
１
年
の
猶
予
を
反

故
に
し
半
年
で
の
決
断
を
迫
る
。
幕
府
は
開
国
要
求
を

受
け
入
れ
、
３
月
31
日
に
日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
２
度
目
の
ペ
リ
ー
の
来
航
の
時
、
大
統
領
か
ら

将
軍
へ
蒸
気
機
関
車
の
模
型
が
献
上
さ
れ
、
４
分
の
１

の
大
き
さ
の
蒸
気
機
関
車
が
円
形
の
レ
ー
ル
の
上
を
実

際
に
走
行
し
人
々
を
驚
か
せ
た
と
い
わ
れ
る
。
１
８
２

５
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
蒸
気
機
関
を
利
用
す
る
鉄
道
が
実

用
化
さ
れ
て
か
ら
約
30
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

＊

長
い
鎖
国
の
泰
平
の
眠
り
か
ら
、
西
洋
列
強
に
よ
る

熾
烈
な
市
場
拡
大
・
植
民
地
獲
得
競
争
の
荒
波
の
中
に

身
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
我
が
国
に
と
っ
て
は
、
国
家

の
自
立
維
持
が
最
大
の
命
題
で
あ
っ
た
。

明
治
新
政
府
の
国
策
の
基
本
は
、
富
国
強
兵
・
殖
産

興
業
に
お
か
れ
、鉄
道
敷
設
は
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

明
治
維
新
の
翌
年
１
８
６
９
（
明
治
２
）
年
に
は
官
営

に
よ
る
鉄
道
建
設
を
決
定
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
技
術
を
導

入
し
て
新
橋
・
横
浜
間
の
建
設
が
始
ま
る
。
推
進
し
た

の
が
井
上
勝
で
、
日
本
鉄
道
の
父
と
呼
ば
れ
る
。

１
８
８
６
（
明
治
21
）
年
６
月
、鉄
道
長
官
井
上
は
、

東
北
線
の
敷
設
工
事
視
察
の
た
め
、
盛
岡
に
入
り
、
時

の
県
知
事
の
案
内
で
岩
手
山
南
麓
の
地
を
訪
れ
、
一
面

に
広
が
る
数
千
町
歩
の
荒
れ
地
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
十
数
年
、
鉄
道
敷
設
の
事
業
に
営
々

と
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
間
、
我
が
国
の
文
明
開
化
の

た
め
と
は
言
い
な
が
ら
、
美
田
良
圃
を
潰
し
た
こ
と
も

数
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
荒
蕪
地
が
放
置
さ
れ
て
あ

る
な
ら
ば
、
せ
め
て
こ
う
い
う
土
地
を
開
墾
し
、
農
牧

の
用
に
供
し
、
そ
の
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
の
が
国
家
公

共
の
た
め
で
あ
り
、
自
分
に
相
応
し
い
事
業
で
は
あ
る

ま
い
か
…
」

こ
の
想
い
を
、
井
上
が
、
日
本
鉄
道
副
社
長
で
あ
っ

た
小
野
義
真
と
当
時
の
三
菱
社
の
社
長
の
岩
崎
彌
之
助

（
彌
太
郎
の
弟
）
に
、
何
時
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
の
か

は
定
か
で
は
な
い
が
、
井
上
を
願
人
、
岩
崎
、
小
野
を

保
証
人
と
す
る
盛
岡
郊
外
雫
石
村
の
官
有
原
野
の
拝
借

願
い
が
許
可
さ
れ
、
１
８
９
１
（
明
治
24
）
年
、
小4

野

と
岩4

崎
と
井4

上
の
頭
文
字
を
冠
し
た
小
岩
井
農
場
が
設

立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。＊

し
か
し
、
開
拓
は
困
難
を
極
め
る
。
岩
手
山
は
活
火

山
で
、
江
戸
時
代
に
も
度
々
噴
火
し
て
お
り
、
山
麓
は
、

多
量
の
火
山
砂
礫
や
降
灰
の
堆
積
す
る
原
野
で
あ
っ

た
。
原
野
を
蔽
う
表
土
は
火
山
灰
土
壌
で
あ
り
、
作
物

の
育
ち
に
く
い
酸
性
で
あ
る
上
に
水
利
に
も
恵
ま
れ

ず
、
さ
ら
に
、「
霖
雨
早
冷
」
と
い
わ
れ
る
厳
し
い
気

象
条
件
も
加
わ
っ
て
、
百
数
十
年
に
わ
た
り
荒
れ
果
て

た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

木
も
ほ
と
ん
ど
生
え
て
お
ら
ず
、
ま
ず
、
風
を
防
ぐ

た
め
の
防
風
林
を
築
く
こ
と
か
ら
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す

る
。
今
、
農
場
の
総
面
積
３
０
０
０
ha
の
２
／
３
は
ス

ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
山
林
で
あ
る
。
火
山
灰
地
の
改

良
の
た
め
の
低
湿
地
の
暗
渠
排
水
事
業
、
酸
性
土
壌
の

中
和
な
ど
の
基
盤
整
備
は
十
数
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら

れ
、
不
毛
の
地
は
緑
の
牧
草
地
へ
と
姿
を
変
え
た
。

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
春
に
は
樹
齢
１
０
０
年
を

超
え
る
一
本
桜
を
愛
で
る
が
、
そ
こ
に
広
が
る
牧
草
地

に
、
宮
沢
賢
治
が
「
小
岩
井
農
場
の
奇
跡
」
と
呼
ん
だ

苦
闘
の
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
人
は
少
な
い
。

＊

こ
の
国
に
新
た
な
牧
場
文
化
を
育
ん
で
き
た
小
岩
井

農
場
の
歴
史
は
１
２
０
年
を
超
え
る
が
、
井
上
の
「
美

田
良
圃
を
潰
し
た
」
と
い
う
感
慨
と
と
も
に
、
創
業
の

志
が
今
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
。

今
、
我
が
国
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
通

商
ル
ー
ル
の
変
更
と
い
う
「
黒
船
」
と
向
き
合
い
、
新

し
い
時
代
を
切
り
拓
こ
う
と
し
て
い
る
。

食
や
農
を
取
り
巻
く
環
境
も
国
際
化
の
状
況
も
明
治

と
は
大
き
く
異
な
る
が
、
農
へ
の
理
解
と
高
い
志
を

も
っ
た
企
業
が
農
業
に
参
入
し
、
小
岩
井
農
場
の
歴
史

に
多
く
を
学
び
、
日
本
農
業
の
再
生
に
貢
献
し
、
１
０

０
年
後
に
も
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ

の
時
に
は
、
小
岩
井
農
場
が
２
０
０
年
を
超
え
る
歴
史

を
刻
ん
で
い
て
欲
し
い
と
願
う
。

Colum
n

「 

美
田
良
圃
を
潰
し
た
こ
と 

」
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